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郭沫若の旧詩六篇と 《愚者辮》

大 高 順 雄1)干 亜2)

YorioOTAKAYaYU

要 旨

ユ

本論は 『郭沫若著 郭平英 ・秦川編注 厳帝集與遊學家書』によって若年の郭沫若

(一八九二～一九七八)が 一九〇六年か ら一九一三年にかけて作成 した六篇の詩 と 『愚

者辮』 とを注釈 し、和訳することを目的 とする。 これによって少年時代の郭沫若がど

のように古典を学習 し、 どのように作詩 したか、 どの ように考えていたかを如実に把

握することが出来る。

鍵 語:郭 沫若、平灰、古体詩、近体詩、新体詩

　 ヨ

周知の ように、古体詩は斉言(四 言古詩、五言古詩、七言古詩)と 雑言(楽 府、徒詩)

に分け られる。近体詩は絶句、律詩、排律 に分 けられ、次のように区別 される。

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

一句が五言 よりなる ものを五言詩という。上二言 と下三言に分け られる。

一句が七言よ りなる ものを七言詩という。上四言 と下三言に分け られる。

四句 よりなるものを絶句 という。

八句 よりなるものを律詩 という。

十句 よりなるものを排律 という。
4

近体詩の規則 は押韻 と平灰 とに見 られる。以下、○は平、●は灰、◎は平ない し灰

を表す。

1)大 手前大学名誉教授

2)大 手前大学非常勤講師

1北 京:中 国社会科学出版社,2012,pp.4-11.

2漢 の武帝の楽府で制定された歌辞ないしその体裁に準 じた詩。

3楽 府の音楽 と関係に作 られた詩。

4参 照:繹 清潭 ・林古渓共編 作詩関門 東京 明治書院 大正13年1林 古渓著 新修平灰字典

東京 明治書店 昭和10年1西 澤道寛著 作詩法捷倥 附 平灰標示唐詩選(絶 句之部)東 京

同文社 昭和14年1飯 田利行著 漢詩入 門韻引辞典 東京 柏美術出版株式会社1994年I

Wikipedia近 体詩。
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II

II.1

11.2

大手前大学論集 第17号(2016)

押韻
ら

韻 は平水韻 に拠 り、平声三十種か ら選ぶ。

五言絶句の場合、第二句 と第四句が押韻すれば正格であ り、第一句 も押韻す

れば変格である。押韻 しない第一句末 と第三句末は灰 とする。

II.3七 言絶句の場合、正格は第一句、第二句、第四句の末尾 に押韻する。第二句

と第四句の末尾のみ押韻 し、押韻 しない第一句 を 「踏み落 とし」 と呼ぶ。

II.4第 一句の韻字が偶数句末と異 なるが類似する場合、「通韻」 と呼ぶ。

III平 灰(五 言 と七言に共通)

III.1二 四不 同 ・二六対:一 句 において第二言 と第四言の平灰 を異 にし、第二言 と

第六言の平灰を同じくす る:○ ◎●◎O

III.2平 三連、灰三連の禁:句 末の三字を平 ない し灰としてはならない。

III.3孤 平 と孤灰の禁:五 言句 においては第二言、七言句 においては第四言の平が

灰に囲まれてはならない。

III.4反 法:一 聯(一 纏 りをなす二句)に おいて、第二言、第四言、第六言の平灰

を違えなければならない:◎ ○◎●◎○◎1◎ ●◎○◎●◎

III.5粘 法:二 聯(一 纏 りをなす四句)に おいて、第二句 と第三句の対応する第二

言、第四言、第六言の平灰を同じにする:

◎○◎●◎○◎1◎ ●◎○◎●◎1◎ ●◎○◎●◎1◎ ○◎●◎○◎

III.6挟 平格:押 韻 しない句において、○●●は●○●に換えてもよい。二四不 同

二六対 は看過 される。

IV平 灰式

IV.1五 言絶句

平起式 灰起式

第一句(起 句)◎ ○○●●

第二句(承 句)◎ ●●○○(押 韻)

第三句(転 句)◎ ●○○●

第四句(合 句)◎ ○◎●○(押 韻)

IV.2七 言絶句

平起式

第一句(起 句)◎ ○◎●●○○(押 韻)

◎●○○●

◎○◎●○(押 韻)

◎○○●●

◎●●○○(押 韻)

灰起式

◎●◎○◎●○(押 韻)

5近 体 詩の押韻に使われる106の 韻(上 平声15韻 ・下平声15韻 ・上声29韻 ・去声30韻 ・入声17韻)。

中古音の音韻体系を表している。現在の山西省臨沿にある平水で刊行された金の王文郁の 《平水

新刊礼部韻略》(1229年)に よるという説 と、散逸 した 《壬子新刊礼部韻略》(1252年)に よると

する二説がある。
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第二句(承 句)◎ ●◎○◎●○(押 韻)◎ ○◎●●○○(押 韻)

第三句(転 句)◎ ●◎○○●● ◎○◎●○○●

第四句(合 句)◎ ○◎●●○○(押 韻)◎ ●◎○◎●○(押 韻)

IV.3五 言律詩

平起式 灰起式

(起聯)第 一句 ◎○○●● ◎●○○●

第二句 ◎●●○○(押 韻)◎ ○◎●○(押 韻)

(領聯)第 三句 ◎●○○● ◎○○●●

第四句 ◎○◎●○(押 韻)◎ ●●○○(押 韻)

(頸聯)第 五句 ◎○○●● ◎●○○●

第六句 ◎●●○○(押 韻)◎ ○◎●○(押 韻)

(尾聯)第 七句 ◎●○○● ◎○○●●

第八句 ◎○◎●○(押 韻)◎ ●●○○(押 韻)

IV.4七 言律詩

平起式 灰起式

(起聯)第 一句 ◎○◎●●○○(押 韻)◎ ●◎○◎●○(押 韻)

第二句 ◎●◎○◎●○(押 韻)◎ ○◎●●○○(押 韻)

(領聯)第 三句 ◎●◎○○●● ◎○◎●○○●

第四句 ◎○◎●●○○(押 韻)◎ ●◎○◎●○(押 韻)

(頸聯)第 五句 ◎○◎●○○● ◎●◎○○●●

第六句 ◎●◎○◎●○(押 韻)◎ ○◎●●○○(押 韻)

(尾聯)第 七句 ◎●◎○○●● ◎○◎●○○●

第八句 ◎○◎●●○○(押 韻)◎ ●◎○◎●○(押 韻)

V.4拗 体

四句が一纏 りなす場合、上記III.3に 反 して、III.2「 反法 ・反法 ・反法」 となる。

V.5挟 平格

五言で も七言で も、韻 を踏まない句の下三字を○●●の代 わりに●○● とする。

V.6禁 忌

V.6.1下 三連には○○○ も●●● も禁 じられる。

V.6.2第 四字目の○ を●で挟むことは禁 じられる。(弧 平の禁)

VI律 詩および排律 における対句

初聯(最 初の二句)と 尾聯(最 後の二句)を 除 き、頷聯(第 三句 と第四句)、頸聯(第

五句 と第六句)は 対句(意 味、音韻、語法が対 をなす句)を 用いる。

VII現 代詩とは、古体詩お よび近体詩の平灰排列 と押韻の規則に従わず、現代 白
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話 の語彙 と語法 に従って書かれた詩 とする。近体詩 を模 した定形詩 と非定形詩が あ

る。

十十十

ついで、郭沫若の詩を吟味 しよう。説明と注釈は郭平英 ・秦川 により、注記 と日本

語訳は本論の執筆者 による。

1.

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

A.旧 詩

王制排文(1906年 作)

平灰排列

経佑分明朶注疏,○ ●○○●●○

経傳は明解だが、注記は粗雑である、

外王内呈頼准佑,● ○●●●○○

理想の社会と人格は誰の伝記に頼ろうか、

微言已絶元踪影,○ ○●●○○●

深遠精緻な言葉は既に跡形もなく消失したが、

大又猛存在筒篇.● ●○○●●○

大意はなお六経に残存する。

不力珊珠混負目,● ●○○●○●

真珠に魚眼を混ぜてはいけない、

何教桀犬吠J4天.○ ○●●●○○

何が桀の犬をして尭の天に吠えさせるか。

而今云騎駆除尽,○ ○○●○○●

今日は曇り空が晴れ渡り、

咬日当空四案然.● ●○○●●○

煙々たる太陽が四世に燦然と輝く。

灰起式

◎●◎○○●●(才甲韻)

◎○◎●○○●(押 韻)

◎○◎●●○○

◎●◎○○●●(押 韻)

◎●◎○○●●

◎○◎●●○○(才甲韻)

◎○◎●○○●

◎●◎○◎●○(才甲韻)

注記

これは第二句、第三句、第四句 を除 き、平灰の排列が七言律詩の平灰式 に合致 しな

いので、古体詩である。但 し、初聯 と尾聯 は対句 をなしている[VI]。

説明

郭沫若は1906年 楽 山県立高等小学堂に学 んだ時、帥平均先生の 《王制排文》を聞い

た後で感想 を書 いた。《王制》 と 《礼記》はその表題である。漢の武帝は博士 らに命

じて、六経か ら種々取 り入れて、古制を制定 させた。商 ・周の令制 とは合 わない所が
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多 く、《周礼》 と必ず しも一致 しない。帥平均 は清朝末の四川の今文の著名 な経学者

彦平の弟子であった。彼の 《王制洪又》は彦平の観点に沿った授業であった。飾 りの

多い卒読不可能な 《礼記 ・王制》 を分 けて、経、伝、注、箋の四項 とし、経は孔子の

微言、伝 は孔 門の大意 とし(微 言大意、即 ち言葉は少ないが意味 は大 きい)、 注 と箋

とを後の儒の附説 とし、読めるようにしただけでな く、生気があ り面白い授業をした。

《王制洪文》の通読 によ り、彦平の学 問的観点 と托古改制の思想 は郭沫若に深い影響

を与えた。郭沫若は彦平の 《今文経学》の観点に深 く賛同し、彦平が 《王制》をもっ

て 《春秋》を解釈 し、一字 も違 うところな く、《微言大文》、《幸得初窺》、《通経致用》

に達する とする。郭沫若は彦平を尊敬 して こう言 う。「新旧の過渡期 の時代 において

革命性を もった学者 とい うことが出来る。」この詩 と次の詩が表現す る思想的内容 は

これである。なお、近文経学 について要約 してお こう。

清代 になると、ふたたび今文学が注 目されるようにな り、清末の政治思潮や学問に

大 きな影響 を与 えた。今文で書かれた経書 を今文経 と注釈である伝を含めて 《今文経

伝》 という。今文経伝 の種類 については、清末 より民国にかけて若干の相違がある。

以下 に漢代(後 漢)十 四博士 の 《今文経伝》 を掲げる。なお近文4は 六経 の順序 を

「詩」 「書」 「礼」 『楽」 『易』 『春秋』 とする。

経 十四博士 漢に伝えた人物

詩28巻 魯詩 ・斉詩 ・韓詩の三家詩 魯の申公 ・斉の韓固 ・燕の韓嬰

書29篇
大夏侯(夏 侯勝)・ 小夏侯(夏 建)・

欧陽(欧 陽生)
伏生

礼17篇 大戴(戴 徳)・ 小戴(戴 聖) 高堂生

易12篇
施氏(施 離)・ 孟氏(孟 喜)・

梁丘(梁 丘賀)の 三家易、京氏(京 房)
田何

春秋11巻
厳氏(厳 彰祖)・ 顔氏(顔 安楽)

公羊春秋

特定の人物はなく、

公羊 ・穀梁 ・郷氏 ・爽氏四家

注釈
6

第二句 内呈:"内 呈外王"で ある。初めてこの語は 《荘子》の"内 聖外王之道"に

見 られ る。 しか し後世では皆 これを儒家思想の主要 内容 とす る。"内蚤外王"は 儒家

の"治 世"に 一貫 した思想である。内容 は"内 呈之学"と"内 呈外王之道"と を包括

す る。"内呈"は 理想の人格であ り、"内 蚤"(理 想の人格)を 通 り過 ぎることによって

"外王"(理 想の社会)を 実現する
。

6《 荘 子 》 天下 第 三十 三,p.803.
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第三句 微言:孔 子の微言を指す。大義、孔子門下の弟子の経書要義 を指す。微言

大義、孔子の含蓄のある正確 な言葉を用いて"六 経"を 改革することを言 う。

第 四句 筒篇:"六 径"、 《侍》、《需》、《礼》、《尿》、《易》、《春秋》の儒家経 典の略

称である。後に 《尿》は失われ、 ただ五経が残 った。

第五句 珊珠混色 目:色 目混珠、成語。魚の眼が珠に似ていることか ら、仮 をもっ

て真 を乱すことを言 う。また、珊珠 とは一種 の珍 しい貴い珠 であ り、《庄子》の"千
7

金之珠、必在九重之淵、而驕龍頷下。"の"驕 龍頷下"に 由来する と伝 えられる。

第六句 桀犬吠莞天:成 語。桀封若狗向莞帝狂叫とは、悪人が善人を攻撃すること

の讐えである。
8

《晋需 》・康 帝iZ、 史 臣 日:"桀 犬 吠J4、 封 狐 嗣乱 、 方渚后 葬 、易若 斯 之盛 也。"

2.

2.1

2.2

2.3

2.4

践 《王制排又》(1906年 作)践 王制講義

平灰排列

博士非元述,● ●○○●

博士の述べ ないことはない。

佑鋒央注疏.○ ○●●●

経書を伝 え、注釈 を挟む。

先生真有力,○ ○○●●

先生には称賛すべ きであ り、

大作麩程朱.● ●●○○

盛んに活躍 し、程朱 を継 ぐ。

灰起式

◎●○○●

◎○◎●●(押 韻)

◎○○●●

◎●●○○(才甲韻)

注記

これは五言絶句の平灰式に合致する近体詩五言絶句である[IV.1]。

説明

文末の題詞を践を呼ぶ。以前に既に 《題 〈王制耕文〉二首》があるが、い まだなお

意を尽 くさないので、更に蹟詩一首 を後 に記す。〈王制耕又〉が少年の心の中で占め

ていた重要な地位を十分 に説明 し、彼が彦平の隷書経書学を崇拝 していたこと、及 び

〈王制耕又〉が彼 に与 えた深い影響 をを説明するに十分である。

注釈

第一句 博士:学 官 ともいう。漢の武帝が即位 した後、講経博士を設けた。博士の

7《 荘 子 》列 禦 冠 、p.796.

8《 各 書 》晋 帝 記 七 十 五:"史 臣 日 …桀 犬 吠 尭 封 狐 嗣齪 方諸 后 葬 易 若 斯 之甚 也",p.93上 段.
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弟子の伝 経活動 は老衰 した儒 学は新 しさを増 して盛んにな り、発展 して漢代経学 と

なった。

第三句 先生:彦 平(1852-1932)を 指す。帥平均 の師である。彦平は、字を季平

と云い、四川の井研 の人、近代 の今文経学家であ る。「尊孔尊経」 を主張 し、礼制 を

もって近古文経学、近文経学主 《王制》 と古文経学主 《周礼》 とを区別 した。その主

張 「蒙文 によ り誉に通 じる」は経学史上において 「画期的意義」 をもつ。著述 は約

100篇 を数える。

第四句 程朱:程 願、程顯、朱烹。宋代の経学者、儒学 の伝統 を継承 し発展 させ、

"程朱理学"と い う新儒学を創始 した
。後世、程朱 とも称す る。

3.

3.1

3.2

3.3

3.4

月 下(1906年 旧暦6月14日 作)

平灰排列

天辿愚明鏡,○ ○○○●

明鏡は空に懸 り、

照我遺我f象 ●●○●●

我 を照 らし我の姿を残す。

像不在鏡中,● ●●●○

我の姿 は鏡中になく、

但映青苔上.● ●○○●

ただ青苔に映える。

平起式

◎○○●●

◎●●○○(押 韻)

◎●○○●

◎○◎●○(押 韻)

注記

これは原詩の平灰が五言絶句の平起式か ら逸脱するので古体詩である[IV.1]。

説明

この詩 を作ったのは 「廃暦」の 「六月十四日夜」 とされている。西暦八月三 日に当

たる。「廃暦」 とは夏暦であ り、 また、旧暦 と称す。中華民 国は1912年1月1日 より

西暦起源 を採用 した。作詩 した時は1906年 ではなく、辛亥革命以後、20世 紀の40年 代

初頭 『徹帯集』 を編纂 した時に説明が加え られた。

注釈

第一句 明鏡:月 亮。

第二句 像:身 影。
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4.

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

4.6

4.7

4.8

大手前大学論集

邨居即景(1907年 春作)村 の風景

平灰排列

閑居元所事,○ ○○●●

閑居 して為す所 なく、

散歩宅前田.● ●●○○

宅前の田を散歩する。

屋角炊姻起,● ●○○●

家の角か ら炊煙が立ち、

山腰宿雰眠.○ ○●●○

山腰 は霧を宿 して眠る。

牧童横竹笛,● ○○●●

牧童の竹 の横笛 を吹 き、

邨姐雲花釦.○ ●●○○

村の老女は花管 を売 る。

野島相呼急,● ●○○●

野鳥は騒が しく呼び合い、

双双浴水辿.○ ○●●○

対 をなして水辺で浴びる。

第17号(2016)

平起式

◎○○●●

◎●●○○(押 韻)

◎●○○●

◎○◎●○(押 韻)

◎○○●●

◎●●○○(押 韻)

◎●○○●

◎○◎●○(押 韻)

注記

これは近体詩五言律詩である[IV.3]。

説明

作者 は 《徹帯集》を収録 した際、作詩の時を 「一九〇七年春」 と記 している。四川

楽 山文管編纂による 《郭沫若少年詩稿》(以下 《詩稿》と略)も この詩を収録 してお り、

作者が子供の頃の宿題 に書 いた作詩 を通 じて出来た ものである。《詩稿》は詩の内容

あるいは作者の親友の思い出によって、作詩の時期 は 「一九〇四年前後」、「満十三才

で楽山の沙湾の古里 にいたころ、即興で作 った」 もので、今 日までに知 られている作

者の 「最 も早い詩歌作品である」。《詩稿》の編者は作者の姪である郭碕の思い出を伝

えている:作 者 は家塾、鍍 山館 で勉強 していた時、「彼は弟、妹、姪 を連れて家の裏

の小道で魚釣 りをしていた時、郷里の村の美 しい景色を見て、俄かに詩想が生 じ、こ

の詩 を吟 じたのであ る。」編者 と郭碕 は以前 にまだ 《厳帝集》 を見ていなかった時、

上記の情景が本当であると信 じていたが、「一九〇 四年前後」に作 られた という結語

と 「俄かに詩想が生 じ、 この詩 を吟 じた」 という言葉は、第一資料の支持 を欠 くと考

える。

/:
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注釈

第四句 宿雰:《 侍稿》は作者がこの詩の原稿 を書 く時に、"派雰"と 書いたが、"宿

雰"と すべ きであった。宿雰 とは前 日の夜に生 じた霧 である。山間の宿雰 は一夜では

散 らず、翌 日も更 に深 く、山腹 に漂 う。詩 を作 り字 を練 る時 に、"派 雰"よ りも好 ま

しい と思われる。

第六句 邨:村 。

第六句 姐:老 婦。
9

第六句 花釦:金 銀,.翠 を用いて作 った服飾品である。白居易 「長恨歌』に 「花釦

委地元人牧、翠翅金雀玉掻美」花の箸 は地に捨て られ拾 う人 もない。かわせみの羽 も

金の雀形の箸 もとある。

5.

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5

5.6

5.7

5.8

5.9

秋 緒(1910年 作)

平灰排列

秋n凛 烈秋雨森,

郁郁独坐万象実,

手翻南隼信口旗,

神游青衣江上屋.

/1(1我前 日出嘉州,

田中禾黍方油油.

彼吋伏夏今已秋,

草皇如 山堆在時.

錦江 日夜赴奈流,

5.10江 辿 紅 樹続 江楼.

5.11江 流 永 以元 回期,

5.12寒 暑 代 謝天 地移.

5.13人 生 一 世元 自立,

5.14令 人 吸息長掩 泣.

○○●●○●○

●●●●●●●

●○○○●●●

00000・

●●○●●○0

000000

●○○●○●○

●●○○○●○

●○●●●○○

○○○●●○○

○○●●○○○

○●●●○●○

○○●●○●●

○○●●○●●

初 秋

秋の風 は冷た く、秋の雨は長 く、

醗 々と独 り坐せ ば、万物 は泣 き、

『南華』 を繕 きつつ、出任せに読み、

浮かれた心、粗末な衣服、江上の高殿。

思えば私が前 日嘉州 を出た時、

田には稲や黍がちょうど青々としていた。

昨 日はまだ夏、今 日はもう秋、

草むろは山をな し畦 に置かれている。

錦江は昼 とな く夜 とな く東に流れ、

畔の紅樹は高殿 を取 り巻 く。

錦江は長々と流れ、戻ることはな く、

暑 さと寒 さが入れ替 わ り、天地が移る。

人生は一度、 自ら立つ ことな く、

人をして嘆か しめ、長 く泣 くを遮る。

注記

これは古体詩である。平灰の排列が七言律詩の平灰式IV.4に 合致 しないのみでな

く、初聯 と尾聯 を除 き、一聯内の二句が対句をなすという規則VIに も反する。

9唐 白居易著 丁如明 ・衰世美校点 《白居易全集》上海 上海古籍出版社1999,pp.158-59。
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説明

この詩は1910年 秋 に作 られた。 この年の春、作者 は初めて成都 に行 き、成都南校の

四川省城高等学堂分設中学堂両班 に編入 された。 これは中学三年級に相当する。作者
ユ　

は 《我的学生吋代》(私 の学生時代)に おいてこう述べ ている。"学校的深程墨然好得

一点
,但 也好得有 限"(学 校 の授業はま しだったが、限 りがあった)、"念 ム也引不起

巣趣"ど うして も興味が湧 かなかった、"没 有奈西可学,只 是旗些深外的奈西"学 ぶ

べ きものがなかったから、教科書以外の ものばか り読んだ。 あるいは"游 山玩水、吃

酒賦侍的名士刀代愈来愈深。奈口外的望江楼、酵涛井、南口外的武侯祠、洗花漢、工

部草堂、是常有游之地"山 や川に遊び、酒を飲んで詩 を作 る名士の習わ しが益 々強 く

なった。東 門外の望江楼、酵濤井、南 門外の武侯祠、洗花漢、工部草堂はいつ も遊 ん

だ場所 だった。この詩に表れているいささか消極的な苦 悶の情は作者の当時の生活や

思想の描写である。

注釈
11

第三句 南隼:《 庄子》、 また 《南隼経》、《南隼真経》を指す。郭沫若は 「我 自己是

喜炊慎 《庄子》的人」特別是在秋n、 秋雨森森、万象皆実吋、常以信 口旗 《庄子》,

神游其中,力 精神安慰。[私 は 「荘子』 を読むのを好む人である。特 に秋 には風が さ

あさあ と吹 き、雨がざあざあ と降る。すべ てが泣 くとき、常 に口か ら出まかせ に 『荘

子』を読む。遊 んでいるような気持になり、心の慰めになる。]

第八句 草皇:稲 や黍 を収穫 した後、残 りの茎が畦に山と積 まれ、小山をなす。

第十句 江楼:望 江楼。成都の東門の外、錦江の辺にある。

6. 游古佛洞(1913年 夏作)

平灰排列

6.1寺 枕 山腰傭鰍河,

6.2展 楼香障丙魏峨.

6.3年 年瓢泊錦官道,

6.4四 載干今七度道.

6.5労 愁減却登晦宍,

6.6冷 落寒山空照影.

古仏洞に遊ぶ

句末音

●●○○●●Ohe寺 は山腰 に枕 し河を傭鰍 し、

○○●●●○Oie重 楼 は高 く、連峰は険 しい。

○○○●●○●dao年 毎に錦官道を走 り、

●●○○●●Oguo四 年で七度 に及んだ。

○○●●○○●xing意 気消沈を断ち高所か ら眺めると、

●●○○○●●vyang寂 れた寒山は空 しく影を落 とす。

10小 野忍 ・丸山昇訳 「黒猫 ・創造十年他 郭沫若 自伝2』 東洋文庫126東 京 平凡社 昭和47年

(初版第2刷)「 私の学生時代」、p.97を 参 照。

11野 村 茂雄著 『鑑賞 中国の古典④ 老子 ・荘子』東京 角川書店 昭和六十三年pp.169-374.

なお、神仙思想は 「千歳厭世、去而上倦、乗彼白雲、至於帝郷。」(p.269:千 年 も生きて世の中

が厭わしくなれば、世を捨てて天に上 り、あの白雲に乗って、天の都へ行けばいい。)と ある。

古仏洞には神仏混渚が顕在 している。
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6.7農 醇 江楼 悼 歌友,

6.8醒 吋 夕 阻桂 西蛉.

6.9山 寺 一覧将入 眼来,

6.10呉 机 触 友心 花升.

6.11醇 眼 欲 努天 下勢,

6.12撹 衣 直 上最 高台.

6.13人 生 及 吋行 尿耳,

6.14長 此 郁抑 何 力哉.

6.15歩 趙 寺 首元 庖 内,

6.16讐 瓦 半 垂欲 、堕.

6.17大 叫 狂 生郭 八来,

6.18但 所 山墾呼 長諾.

6.19小 径 迷 寓草 欲封,

6.20防 前 横 違一 淘水.

6.21湛 然 酒 碧情 元声,

6.22水 禽 聴掠 人向去.

6.23徐 徐 媛 歩殿 阯上,

6.24神 物 奇 古努殊 相.

6.25就 中 或 坐或 夏臣卜,

6.26経 道 分庭 礼 相抗.

6.27編 蟷 白昼也 欺 人,

6.28盤 空 鳴 鳴学 鬼声.

6.29寒 代 冷 然沁 肝 隔,

6.30忘 却 世 向炎 熱情.

6.31扶 梯 更 上一 屠楼,

6.32傭 視 不 肯久低 美.

6.33楼 高 歩 久劫 欲活,

6.34一 歩 一 歌如 乗舟.

6.35我 心 頗 灰人 向世,

6.36用 敢 噛 危登 絶地.

6.37人 生 一 死等 鴻毛,

6.38蛇 鮒 蝸 翼何 以昇.

6.39得 升 絶 頂如 随仙,

6.40晩 山 二巷荘堅 晩姻.

郭沫若の旧詩六篇と 《愚者辮》

○●○○●○●

●○●○●●●

○●○○●●○

●●●●○○○

●●●●○●●

●○●●●○○

○○●○○●●

○●●●○○○

●○●●○●○

○●●○●○●

●●○○●●○

●○○●○○●

●●○○●●○

○○○●●○●

●○○●●○○

●○○●○○●

○○●●●○●

○●○●○○●

●○●●●●●

●●○○●○●

○●●●●○○

○○○○●●○

○●●○●○●

●●●○○●○

○○●●●○○

●●●●●○○

○○●●●●●

●●●○○○○

●○○●○○●

●●○○○●●

○○●●●○○

○○○●○●●

●○●●○○○

●○○○○●○

fa

ling

lai

kai

shi

tai

er

zai

men

duo

lai

nuo

feng

shui

朝 は高楼に心酔 し舟歌を聞 き、

覚めれば夕 日が西嶺 に掛 る。

山の寺は高 々と目に映る。

情 は触発され心の花が開 く。

酔眼で天下の形勢を究めん と欲 し、

衣 を押 えて直ちに最高階に登 る。

人生はその時々に楽 しむのみ、

この長い憂醗を抑えて何 になろ う。

寺の前 に走 り寄 るが応答がな く、

軒の瓦は半ば崩れ落 ちそうである。

放蕩者の郭八到来 と大声で叫ぶが、

谷が長い木霊を返すのを聞 くのみ。

小道は定かでな く草 に阻まれ、

階段 の前を川が横切 り流れる。

sheng澄 んだ緑色の水 は音 も立てず、

qu水 鳥は人を掠 めて飛 び去 る。

shang徐 々に神殿の段 を上れば、

xiang神 物は奇怪で古く様々な形相である。

WO坐 するものあ り臥す ものあ り。

kang仏 教 と道教 とは対等である。

ren蠕 蟷は白昼 に人を侮 り、

sheng飛 び回って奇声 を発する。

ge寒 気は冷た く肝臓 に浸み透 り、

qing俗 界の炎熱 を忘れ させる。

16u階 段 をつたって更に階を上 り、

t6u見 下ろすが長 くは見続けられない。

hu6楼 閣は高 く古びて揺 ら揺 らす る。

zh6u歩 きつつ歌い舟 に揺 られる。

shi

di

mao

yi

xian

yan
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私の心は世 を嫌悪す る、

敢 えて危険を冒し地 と断絶 しよう。

人 は必ず死ぬ、鴻毛 に等 しい、

蛇の腹 と蝉の翼 とはどう違 うのか。

山頂に上ると飛ぶ仙人のようだ、

夕暮の山は漠として夜の帳が落ちる。
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6.41抑 尋古洞夏不得,● ○●●●●●deこ の古洞を暫時で も尋ね得まい、

6.42宍 尽悲来催上船.● ●○○○●Ochuan興 は尽 きて悲 しくな り乗船を促す。

注記

1)

A

A1群

A2群

A3群

A4群

A7群

A5群

A6群

B

B1群

B2群

B3群

C

Cl

D

Dl

D2

2)

句 末 音 韻 の 排 列 は 次 の よ う で あ る 。

四 句

ai-ai-i-ai:6.9-6.10-6.11-6.12

an-an-e-an6.39-6.40-6.41-6.42

ang-ang-o-ang6.23-6.24-6.25-6.26

en-eng-e-ing:6.27-6.28-6.29-6.30

0u-ou-uo-ou6.31-6.32-6.33-6.34

i-i-ao-i:6.35-6.36-6.37-6.38

ing-ing-a-ing:6.5-6.6-6.7-6.8

三 句

e-ai-en6.13-6.14-6.15

eng-ui-eng:6.19-6.20-6.21

uo-ai-uo:6.16-6.17-6.18

一 句

e-e:6.1-6.2

二 句

ao-uo:6.3-6.4

u:6.22

こ れ は 押 韻 と 平 灰 の 規 則 に 束 縛 さ れ な い 新 体 詩(VII)の 一 種 で あ る 。

践 支

古佛洞在蓉城奈釣百里所。楼 周高葺、枕山面河、舟 中遥望、形杓奇古。俗佳系各公輸

班所建、不甚荒誕。癸丑夏 日、予楷硯負、韓菰、鶴樵等同舟南下、行作旧汁。渥暑如

蒸、金石欲流、新翼骨折、苦不可耐。 日哺、舟行迂此、¥¥舟 子愁恵、言寺 中景物、頗

有可規、逐次泊焉。同人中以予¥`/独豪、畷履牽衣、瓢然 自上。楼基尽削山岩而成、割

石燈作梯級、胸 自拙。維歩久木轟、几唯乗人。且距地頗高、危険殆不可名状。登舟賦
ユヨ

此長句、以紀其事。[古 仏洞は蓉城の東約百里の ところにある。楼閣は高 く讐え、山

12郭 沫若が 《游古佛洞》に付加 した文である。
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ユ　

を枕 とし、河に面 している。舟か ら遠望すれば、奇妙で古めか しい。魯の公輸班の建
ユら

立 になるという俗説 には根拠がない。癸丑の夏の 日、私は楷硯色、韓蒜、鶴樵 などと

船で南へ下る。舟が所々で停泊する。 じめ じめ と蒸 し暑 く、金石 も溶けんばか りであ

る。新 しい扇の骨 も折れ、苦 しさに堪 え られない。夕方 に舟 は目的の港 に差 し掛か

る。寺の中に見 るべ きものがある、頗 る見 る価値がある、暫 く舟 を止めてお く、 とい

う船頭の言葉に誘われ、 同船の仲 間の内では私だけ興味があるので何の気 なしに下船

す る。楼閣の礎 は岩を削 り抜いたもので、階段 は石 を割って作 られ、古 く拙い。渡 り

木 は年 を経 て虫に食われている。上を歩 くのは何 と難 しい ことか。楼 閣は地面か ら頗

る高いが、危険とはまず言い難い。舟に戻 ってこの長詩を作 り記 し留めた。]

説明

1913年 郭沫若は四川省城高等学堂理科で一学期学 んだ。同年6月 天津陸軍軍医学校

が生徒(招 考新生)を 募集 した際、四川か ら6名 が応募 した。郭沫若 は応募 して採用

された。 この 「游古佛洞』 とその践文は彼が陸軍獣医学校に採用 された後 に記 した も

のである。彼は成都か ら船に乗 り、楽山に戻 り、そこから重慶へ行 く途中に閃いた考

えと思い をこの詩に述べ た。彼はこの機会 に四川 を離れようと決 した。志 を立て、雄

飛 しようとい う宿願 を叶えようとしたのである。郭平英 はこの詩 を 『愚者辮』 と 『答
ユ　

某君需』と共に 『郭沫若早年作品三篇」という題の下 に 『新文学史料」(1982年 第4期)

に公表 した。

注記

《讐流縣志》によれば、

「古佛洞大佛 位干黄佛多古佛洞,府 河右岸.歯 干宋代,依 崖壁而歯側,高 釣7米.丙
ユ　

労刻有阿夢双像,高 釣3米.左 右有石洞二,内 有石床,石 仕.対 外升放」.

古佛洞大佛 は黄仏 多古佛洞。府河右岸 にあ り、宋代に彫 られ、岸壁 に彫 り込 まれ、

高さは約7メ ー トル。両側に彫 られた阿羅漢像 は高さ約3メ ー トル。左右 に石洞が二

つあ り、中には石作 りの床 と竃がある。参観可能。
18

『仁寿県志」(光緒七年1886年)に よれば、

古佛洞在錦江之妾距城一百二十里洞在半巖深三丈許中供古佛一尊妾有小洞深丈許奮廟

13成 都 の古 称 。

14魯 の著 名 な建 築 家。 後 世 、敬 意 を払 っ て建 築 家 の 師 とさ れ た 。

15み ず の とう し

16《 新 文 学 史料 》1982.8.30,pp.114-15.

17四 川 省 双 流 具 志 編 纂 委員 会 編 纂 《隻 流 縣 志 》,成 都,四 川 人民 出版 社,1992,・:1.

18眺 令 儀 原 纂 ・李 元 績 績 纂 『四 川 方 志 之 二 十 三 仁 壽 縣 志 』 清 ・嘉 慶 八(1805)年 刊,抄 補 本 景 印

本 精 装 三 冊 墓 溝 學 生 書 局,中 華 民 國五 十七 年,(1968),p.202。
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久頽像在荊榛問乾隆五十四年忽有張居士自濾帯州來募縁於與修或請其呑p居 士即自巖

投下而身不傷厭信之醸金数千自巌麓跨堰建望江櫻一座乗櫻而上一縁巌修櫻邊櫻得路凡

五層至洞大殿一座殿後復有櫻二層直登山頂蓋登山而人不知其険也[古 仏洞は錦江のほ
ユ　 　

とり、町(城)を 離れること百二十里。洞が半岩にある。深 さは約三丈。中に古仏像

一尊 を祭 る。傍 らに小洞 あ り。深 さは約一丈。旧廟は廃 れて久 しく、佛像 は荊 と榛
　ユ 　　

(はしばみ)に 囲 まれる。乾隆五十四年、突然に張居士が沖州か ら来て布施 を集めて

再建 した。それ を非難 されたためか、張居士 は岩 か ら飛び降 りた。身 は傷 を負 わな

かった。誰 もこれを信 じている。集 まった金 は数千元、岩 の麓か ら堰 を跨 いで、`望

江楼 を建 てた。楼に入 って上 り、岩に合 わせて楼 を修復 し、楼 に沿って凡そ五階ま

で上がる と、洞 に着 く。そこが本殿(大 殿)と なる。本殿 の後 ろに更 に二層があ り、

真 っ直 ぐ山頂に到ることが出来る。蓋 し岩に沿って山を登る。人はその危険を知 らな

い。]

金華庵は黄龍渓鎮、 もとは古仏洞の場鎮 にあ り、庵廟(僧 院、尼寺の大 門は東に面

し、府河 に相対する。陸哨 山崖を背 にし、山に依って建つ。海抜485メ ー トル。庵 内
　ヨ

の碑文の記載によれ ば、金華庵 は北宋の太祖、乾徳元年に創建 され、明末の戦乱 に
24

よって破壊 された。乾隆四十六年か ら五十四年(公 元1781～1789)に かけて再建 され

た。伝承 によると、数百年前、牧馬山に"金 華庵"と いう古い廟があった。当時の封

建統治者は当該の廟の敷地内に皇帝の墳墓 を修築 しなければならな くなったため、急

いで金華庵 の住職に庵 を移 させた。 こうして"金 華庵"は 上方の現在の所へ移 され、

山脚 の下 に建築 されたが、 もとの名"金 華庵"を 残 した。 この再建 された"金 華庵"

は牧馬山の東麓にあ り、河に臨んで、山に依 り、五重の大殿 を建 て、庵槍櫛比、五層

は天 を衝 き、敷地は約二千 四百平方メー トルであ る。庵廟の姿は高大、梯形 をな し、

下層か ら頂層 まで約三十メー トル、すべてが岩を穿 って作 られた。

また 「仁寿県志』の記載 によれば、「望江楼(金 華庵)は 古佛洞郷錦江(府 河)の

浜 にあ り、楼は岩麓 に立 ち、堰水 を(古 佛堰)を 跨 いで作 られている。凡そ五層、大
　ら

殿一座…」。また、観音殿 の上に 「古佛勝景」の四字があ り、傍 に大宗乾徳元年(公

元963年)と 書かれている。

伝承 によれば、古仏洞場鎮 も金華庵 を修復 して建立 された ものである。"金 華庵"

19下 に 「す べ て が 岩 を穿 っ て作 られ た」 とあ る。

201丈 は10.3米 。

21乾 隆五 十 四年 は1790年 。

22今 日の 四川 省 。

23北 宋 の太 祖 は建 隆(960～1)で あ る。

24乾 隆(位1735～95)は 清 の 第六 代 皇 帝 で あ る。

25顕 隆 か。
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が建立される前 には、いまだ山脚の下に場鎮が作 られていなかった。当地の古老であ

る郭氏の説明によれば、金華庵の前に、山上に一つの小 さい廟があったが、長年修復

されなかったので、やがて荒廃 した とのことである。後に、金華庵が建立されてか ら、

庵 内に香火が次第に多 くな り、周辺の住民 も自然に集 まり山脚の下に来て、河に臨ん

で住み、場鎮を形成 した。金華庵の中に大仏が一尊 ある。 また、庵廟が先 に存在 した

ので、「先は古な り」、故 に 「古佛」 と名付 けられた。加 うるに、廟(金 華廟)の 内に

深い洞があるので、この場鎮 も古仏洞 という名付け られた。そ こを訪れる時にはいつ

も、あるいは仏の誕生 日には、場鎮内の人声は喧 しく、賑やかである。

末尾の図版を参照。

B.《 愚者辮 》(1906年)

262728

有客造余舎而同余日:吾 常児乎愚者之昏昏梵梵、澤澤麗蛮、朝夕疾作、没世而元同者、
2930

未裳不 　¥之 悲也。余 日:旺 、是何言哉。夫愚者視干元形、所干元声、不漫不亘、芥其
ヨユ ヨ　 ヨヨ ヨ　 ヨら 　

天真、与天地合其徳、人不能指其辻。夫生而天随、死而物化、以視彼器器者菖然而蓉
ヨ　 ヨ　 ヨ　 　む

乎富貴、決性命之情而尭尭乎干茱辱、蚤名垂景御而遺后世之X者 力何如耶。老子日

26昏 昏梵梵、糊徐、迷惑的祥子。

27澤 澤蛮蛮、原意力澤厚辰朴,戸 粛正大貌。諸子百家叢書 質誼著 ・盧文照校 《質誼新書》一揚雄

著 ・李軌軌注 《揚子法言》上海古籍出版社1989,《 揚子法言》第五巻 問神:虞 夏之書渾渾爾。

商書瀬瀬爾。周書蛮盛爾(p.12下 段)。

28疾 作、辛勤莞作。

29《 昌氏春秋 中》巻十八(二)重 言:"故 聖人聴於無聲、視於無形。虐和何 ・田子方・老聴是也。"(p.

608)。 《老子》第四十一章:"大 器晩成、大音希聲、大象無形。道隠元名"(p.97)。

30不 漫不宣,漫f、 放逸、疲沓。大意是不放逸疲沓。郭平英は原稿のfを 亘と修正。「気儘、自堕

落でない」

31天 真、指未受礼俗影哺的本性力天真。《荘子 下》漁父 第三十一:"禮 者、世俗之所為也。真者、

所以受於天也、自然不可易也。故聖人法天貴真、不拘於俗"(p.779)。

32徳 、指得之干"道"的 徳性。《老子》第二十五章:"人 法地、地法天、天法道、道法自然"(p.68)。

批却一切人力的道徳規念、人才能接近干"道"、 遊而迭到"与 天地合其徳"的"同 干道"的 境界。

渇友圭在 《新原人》中称力"這 種宗教底思想、其最高庭、亦能使人有一種境界、近乎是此所謂天

地境界。"(p.91)。

33生 而天随、死而物化。庄子斌力人的生死是 自然変化、順其自然而生、順其自然而死。《荘子》下

知北游:"人 之生氣之聚也。聚則為生、散則為死"。

34器 器者、看重爵景名位的人。前器字、劫洞、看重;后 器字、名洞、爵泉、各位。

35高 然、気蒸出貌。《陪游》大僅挽僻:巻 四十一,L官 常一航聯,万 里忽煮嵩"(p.195)。 此謂臭代

薫天。一作慌慮不安貌。1《聖武記》下 巻十 教匪 嘉慶陳靖冠記八:"當 軍興之際、天子n然

議移巡撫、移提賭、櫻屡下廷議、或可或否"(p.451)。 意屑終 日力追名竹逐利而慌煩。

36蓉 、食焚。

37決 性命之情。《荘子 下》駐栂第八:"不 仁之人、決1生命之情而誓貴富。"(p.311)。 決、絶。

38尭 尭乎、争先恐后。

39名 垂景紳。景帥、鼎鐘。将功名銘刻干鼎帥、名垂青史之意。

40砦 渓、殿膀ヲド峡o
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　ユ 　　 　ヨ

大徳不徳是以有徳、又日至徳之人其貌若愚。唯愚者之力余人之所不知、乃能成其大也。
　　

弥塞乎宇宙之向而与天地相終始也、江洋乎大　。客日敢同何謂也。日夫愚者有君子之
　ら 　　

道三焉。其力性也、涯受百物、不塞蟻蚊之穴、不侮喘奥之虫。人之有患、若己有之、
　　 　　 　　 ら　

仙螺寡、芥孤独、不伐己之徳、不惜貨賄以済人之穿 困、仁也。元柴辱之辮、不忌人之
らユ ら　 　ヨ

修、不以人之短、被莫大之辱而不急、惟能下人、是以曇暴戻恣唯、待之不能彷、智也。
ら　 らら ら　

不避板貴、不畏強園、視生死如遽庫、墨王公大人不能屈、赴湯路火而不辞、勇也。智、
ら　 　 ら　

仁、勇三者、天下之込徳也、此君子之所唯能。昔者顔子以仁而成其賢、箕子以洋狂而
　　

保其身、史錨以死凍而匡其君之せ、之三子者至徳之士也、而愚者者兼之。愚乎愚乎、

吾将以汝)勺師乎。墨然若今世之剛復自用、狂妄元知者、則非所謂愚、作而之已x。 客
6162

日都、清筆之干需、以待学者乎。[客 が我が家に来訪 して、私 に尋ねて言った。「私が

いつ も目にするのは、愚者がぼんや りとして何 も分か らず、頑是 なく無邪気であ り、

朝 な夕な病 んでいることです。死 んで も噂する人がいない。こんなに悲 しい ことはあ

りませ ん。」私は言った。「ああ、それはどういう意味ですか。ああ、愚者 は無形に形

41《 老 子》第三十八章:"上 徳不徳、是以有徳。下徳不失徳、是以無徳。"(p.92)。1王 弼注:"徳 者

得也。""何以得徳、由乎道也。"上徳指天真 自然、下徳指仁文礼智。天真 自然体現着天道的必然、

在道之内、是道的部分。仁又礼智在道之外、与道元干系、是刻意児求的世俗道徳在人身上的星露。

42至 徳,即 大徳、上徳。其貌若愚。《老子》第二十章:"我 愚人之心哉1沌 沌分。俗人昭昭、我濁若

昏、俗人察察、我独悶悶。"(p.61)。 大徳之人、貌似愚人。老子力道崇愚、不是把人引到不知不

枳的路径、而是使人回夏淳朴厚実的自然状恣。鉋学元慌、絶蚤奔智、井非不要智慧、智/-¥。愚 、

是淳朴厚実。奔智、不是一般的反文化、而在克除伴随知枳文化而来的虚伽咋怖。人的本性不是仁

文礼智、而是人的原始美徳、自然本性。

43大 、指境界。成其大、指由"徳"及"道"、 迭到同"道"的 境界。送秤境界不カー般人所知。

44弥 塞乎宇宙之向而与天地相終始也、江洋乎大　。指由"徳"及"道"、 迭到同"道"的 境界、与天

地始葵、弥塞乎宇宙之向、像圧洋大海一般。弥塞:充 満、元所不在。

45君 子、完美道徳之人。道、倣人的原則。君子之道有三:仁 、智、勇。

46不 塞蟻蚊之穴、不侮喘奥之虫。蟻蚊、蟻蚊、蟻姑。奥、元足軟体小虫。喘真、虫劫的祥子。ip出

《荘子 下》肱筐第十"將 為肱筐探嚢、獲置之盗而而為守備、(p.328)。 此 喩不侮害微賎的生命。

47伐 、損、侮害。

48貨 賄、金銭、財物。

49仁 、儒家最高道徳原則、儒家人生哲学核心。《孔子》論語 顔淵 第十二:"顔 淵問仁。子日、克

己復禮為仁"(p.258)。1"埜 邊 問仁。子日、愛人(p.277)。

50辮 、分辮。引申.,汁 較。

51祖 多、長、長夕」こ0

52下 人、居干人后、廉辻。《春秋左氏傳》巻十一 宣公下:"其 君能下人"(p.288)。

53暴 戻恣唯、粗暴強横、任意胡力。亦省作"暴 恣"。

54枚 貴、居高位有枚勢的人。李白 《夢游天姥吟留別》:"安 能催眉折 腰事灌貴、使我不得開心顔"。

55強 園、強暴、威勢。《漢書》巻九十九上 王芥傳 第六十九上:"不 侮鰹螺、不畏強園"(p.4116)。

561芦 、客舎。《荘子》天運 第十四:"仁 義、先王、先王之遽盧也、止可以一宿、而不可久庭"(p.

435)。 天下之込徳也。

57込 徳、通行不変的美徳。孔子 《中庸》第二十章:"知 仁勇三者。天下之達徳也"(p.48)。

58顔 子 、顔回、孔子弟子、因仁成力賢人。

59箕 子、股封王渚父、因凍悦封王被美遊盗牢、后又作奴朴、干是イ羊装痂子、而保其性命。

60史 鱒、史色、春秋吋ヱ国大夫、以正直敢凍著名、相佑死前遺命ヱ艮公退弥子理、用蓬伯玉。孔子

《論語》衛露公 第十五:"子 日、直哉史魚、邦有道如矢、邦無道如矢。君子哉蓮伯王"(p.258)。

61者 区、巨又洞、皿阿0

62学 者、后学之人。

一216一



郭沫若の旧詩六篇と 《愚者辮》

を見、無声 に声 を聞 くのです。放任せず、逸楽せず。天真燗漫 を養い、天地に徳 を合

わせ、人の過ちを責め ません。愚者は生 き、天が従 い、死 して物 と化すのです。爵位

と俸禄 を重 んじる者 は不安であ り、富貴 を追い求め、生命の情 を断ち、先 を争って終

に栄辱 を求め、名を歴史に残 しますが、後世の誹諺非難を受けます。何故そ うなるの

で しょう。老子 曰く。 『大徳 と不徳 は有徳である。」 また 「至徳の人の顔付 は愚者のよ

うである。』ただ、愚者の徳は衆人が知 らないからこそ、初めて境 とな り得 るのです。

それは宇宙の間に充満 して、天 と地 との境であ り、洋洋たる大海です。」客 は敢えて

問うた。「何故ですか。」私は答えた。「愚者 には君主の三(仁 、智、勇)が あ ります。

その性 は百物を広 く愛 し、おけらや蟻の穴を塞がず、這い廻 る虫を侮 りません。人は

災禍憂患に遭います。たとえ自分 に不幸があって も、身寄 りのない人を憐れみ、孤独

な人の面倒 を見て、自分の徳 を損 なわず、財を惜 しまず、困窮の人を救 う、 これが仁

です。光栄と恥辱を区別せず、人の長所 を妬 まず、人の短所 を責めず、最大の恥辱 を

蒙 って も怒 らず、ただ謙虚寛容であ り得る、た とえ横暴粗暴で も、人を傷つけてはい

けませ ん、これが智です。高位の権勢家 を避けず恐れず、生死 を客舎 と見 なし、王侯

貴人に も屈することはあ り得 ない、熱湯に入 り、火を踏むことを辞 さない、 これが勇

です。智、仁、勇は天下の徳であ り、これは君子に もな し得 ないところです。昔の顔

回は仁 をもって賢 とし、箕子 は狂 を装 って身を保ち、史鱈は死 を以て君主の過を正 し

ました。 これ ら三人は至徳の人であ り、愚者 は彼 らを兼ねているのです。愚や、愚や、

我 は汝を師とせ んか。 もし今世の片意地で傲慢無知であるとしても、いわゆる愚では

な く、虚偽 しか言えません。」客が言った。「ああ、筆は書に行 き、学を待って下さい。」

説明

郭沫若は楽山県立小学堂 と官立 中学堂の生徒だった時、)fi平均先生 と黄経隼先生か

ら堅実な国学の基礎 を教 わ り、中国哲学については、老子 と荘子の道家哲学、孔子 と

孟子の儒家哲学、特 に道家 と儒家の人生哲学をかな りよく理解 した。儒家 と道家の多

種多様 な相 関関係は、旧時代の伝統 と知識人の人生の追求、道徳の理想の一大特色で

あ り、《愚者弁》 にお ける主要 な表現は多種多様である。"道"と"徳"を 論 じる場合、

前半は老子の 《道徳経》 をもって立論 し、後半は 《仁、智、勇》 という古今不滅の三

徳 目(達 徳)、 更に孔子の儒家的道徳 の理想、人生の境地 に戻 る。論理上はと通 らな

いところもあるか も知れないが、この文には雑多な ものが共に混在 している道徳的理

想、人生の境地であ り、儒家の道の両家の人生哲学 ・道徳的理想の最 も核心的な部分、

精華の存する所である。

本篇はかつて 《游古佛洞》、《答某君需》と共に 《郭沫若早年作品三篇》という総題

のもとに 《新文学史料》1982年 第4期 に刊行 された。

一217一



大手前大学論集 第17号(2016)

終 わ りに、 戦後 に作 られ た二詩 を掲 げ よう。

C.松 村謙三記念館竣工記念(1971年)

松村謙三先生千古 松村謙三先生永遠に

平灰排列

渤癬江洋一葦可航 ●○○○●●○○(押韻)洋 々たる渤海を葦舟にて渡り得たり。

敦睦邦交勧改農桑 ○●○○●●○○(押韻)両 国親善に務め農制改革を励ませり。

後継有人壮志必償 ●●●○●●●○(押韻)後 を継 ぐ者あり牡志必ず報われむ。

先生之風山高水長 ○○○○○○●○(押韻)先 生の偉風山河の如 く永遠なり。

説明
　ヨ

これは八言四句 よりなる新体詩(新 詩ないし近代詩)で ある。

D.第 六高等学校創立75周 年記念(1975年)

平灰排列

防彼操 山松径斜 ●●○○○●○

かの操 山に登ると、松の坂道が続いた。

思郷曽自望天涯 ○○○●●○○

故郷を思い、昔一人で天空を眺めた。

如今四海為家 日 ○○●●○○●

今や四海は、一家 となる。その 日に、

韓憶操 山勝似家 ●●○○●○○

懐か しみ思 う、操山は我が家に勝 ると。

説明

これは平灰式に則 る七言絶句である。

灰起式

◎●◎○◎●○

◎○◎●●○0

00000・

000000

63呼 称 は一定していない。因みに、横打理奈氏は 「新詩」とし(東 洋大学中国哲学文学科紀要"郭

沫若の新詩誕生を探る一旧詩の考察か ら一",2002年,pp.71-93)、 藤 田梨那氏は 「近代詩」(言

文一致体の詩歌)と する(「郭沫若著 女神 全訳』東京 明徳出版社、2011,p.2)。
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郭沫若の旧詩六篇と 《愚者辮》

結 語

以上の僅かな資料か ら判断することが許されるとすれば、郭沫若は、

1)思 想については、《1.王 制耕又》、《2.践 王制耕又》、《愚者弁》に見 られるよ
64

うに道教 と儒教 に関心が強かった。後 日、 これは自己批判の対象 とす る。

2.1)詩 形 については、古体詩 《1.王 制洪又》、《3.月 下》、《5.秋 緒》 と近体詩

《2.践 王制i井文》 と 《4.邨 居即景》 と現代詩[VII]《6.游 古佛洞》の三詩

法 に秀でている。

2.2)戦 後は、伝統的な五言絶句 《第六高等学校創立75周 年記念》 も現代詩 《松村謙

三記念館竣工記念》 も試みる。

3)《4.邨 居即景》に示 されているように、即興詩の才がある。

4)《6.游 古佛洞》に表れているように、好奇心が強い。

十 十十
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・李白:李 白侍逸注編迭組 李白侍逸注 上海古籍出版社1978。

・老子:鑑 賞 中国の古典④ 野村茂夫 老子 ・荘子 東京 角川書店 昭和63年 老子pp .
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・呂氏春秋:新 編漢文選2楠 山春樹著 呂氏春秋中 東京 明治書院 平成9年 。

十十十

おわりに

本論作成 にあたって、文献検索 について郭平英女史(前 郭沫若記念館館長)と 秦川

老 師、音韻について平山久雄氏(東 京大学名誉教授)、 今 日の詩の動 向につ いて岩佐

昌障氏(九 州大学名誉教授)の 懇切 なご教示 を受けた ことに衷心か ら謝意を述べ る。

なお、平灰排列 は大高順雄に、図版は干亜 によるものである。

図 版

参考資料:「四川省地図冊」星球地図出版社2016.

「讐流県志」四川省隻流県志編纂委員会
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